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日本の資源と産業 名前

問1 日本の大規模な火力発電所の多くは、海の沿岸部（臨海部）に立地しています。燃料として石油や石炭、天然ガスなどを海外に依存している日
本において、このような場所に発電所を建設する最大の理由として最も適切なものはどれですか。 （2023年 広島県公立入試 類似）

1. 大型船舶が直接接岸でき、海外か
ら輸入した燃料を効率よく運び込む
ため

2. 内陸部の空港から航空機を使って
、燃料を迅速に輸送できるようにす
るため

3. 川の上流部に建設することで、都
市部への送電距離を最短にするため

4. 山間部のダムから流れてくる水の
勢いを利用して、発電効率を高める
ため

問2 沖縄県の那覇空港について、東京（羽田）、上海、香港、ソウル（仁川）、台北といった東アジアの主要都市が那覇を中心にほぼ円を描くよう
に配置され、それぞれが太い航路で結ばれている状況を説明した資料があります。このように、地理的優位性を活かして人や物の輸送の拠点と
なる役割を何といいますか。 （2019年 沖縄県公立入試 類似）

1. シャトル輸送 2. 貿易摩擦 3. ハブ機能 4. リニア中央新幹線構想

問3 中京工業地帯において、三重県北部の伊勢湾に面した地域に位置し、石油化学コンビナートが形成されている都市はどこですか。 （2026年

京都府公立入試 類似）

1. 豊田市 2. 富士市 3. 浜松市 4. 四日市市

問4 三重県尾鷲市の統計において、総人口が約2万3000人から約2万人へと減少し、同時に老年人口（65歳以上）の割合が高まっている状況が確認
されました。このような課題を抱える自治体が、地域の活力を維持するために行う施策として、最も適切なものはどれですか。 （2016年

香川県公立入試 類似）

1. 特産品を活用した観光振興や、UI
ターンによる移住促進を行う

2. 行政コストを削減するため、水道
や電気などの公共インフラ供給を停
止する

3. 若者が都市部で働けるよう、大都
市への積極的な移住を勧める

4. 自然環境を守るため、地域内での
あらゆる経済活動や開発を禁止する

問5 日本のエネルギー資源の輸入状況について、サウジアラビアが約4割、アラブ首長国連邦が約3.5割、クウェートが約1割弱と、輸入相手国の上位
を中東の国々が占めている資源の名称として適切なものはどれですか。 （2024年 熊本県公立入試 類似）

1. 天然ガス 2. 鉄鉱石 3. 原油 4. 石炭

問6 ある都市の卸売市場におけるイチゴの流通調査では、1月から3月にかけては市場全体の取扱量が多く平均価格が低いのに対し、6月から11月に
かけては取扱量が極端に少なくなり、1キロあたりの平均価格が2000円を超えて高騰するという傾向が見られます。このような市場環境におい
て、高冷地での栽培に適し、6月から11月に収穫できる新品種『夏のしずく』を導入する農業経営上の狙いとして最も適切な説明を選びなさい。
（2022年 岡山県公立入試 類似）

1. 消費者の需要が最も高まる冬から
春にかけての出荷を強化し、市場に
おけるシェアを拡大させること

2. 冬の時期に大量に出荷される他産
地との競争を避け、収穫量が増える
時期に大量の安売りを行うこと

3. 栽培が容易で取扱量が多い冬の時
期の市場に参入し、流通コストを抑
えて安定的な収益を得ること

4. 市場全体の取扱量が少なく価格が
高騰する時期に出荷を合わせること
で、農家の収益を最大化させること

問7 九州地方において福岡県は、年間の商品販売額が最も多くなっています。このように、都市部で経済を支える中心となっている小売業、卸売業
、サービス業などのように、形のないサービスを提供する産業を総称して何と呼びますか。 （2016年 岡山県公立入試 類似）

1. 第3次産業 2. 重化学工業 3. 第2次産業 4. 第1次産業

問8 北海道、鹿児島県、宮崎県が飼養頭数の上位を占める肉用牛の生産について、その背景を説明した文として最も適当なものを、次のうちから選
びなさい。 （2017年 沖縄県公立入試 類似）

1. 鹿児島県や宮崎県では、水持ちが
悪く稲作に不向きなシラス台地を活
用して大規模な畜産が行われている
。

2. 北海道では、冬の積雪を防ぐため
に地下施設を利用した特殊な飼育方
法が一般的である。

3. 鹿児島県や宮崎県は一年を通じて
冷涼な気候であるため、牛の集団飼
育に適している。

4. 北海道では、大消費地である東京
に近い立地を生かした近郊農業とし
て肉用牛の飼育が行われている。

問9 ある地域において、観光振興に向けた基礎資料を得るために、訪問者の居住地や交通手段、宿泊状況などを把握する実態調査を行うことになり
ました。この調査の対象として最も適切なものはどれですか。 （2017年 香川県公立入試 類似）

1. 駅の改札を利用している通勤者や
通学者

2. その地域を訪れている観光施設の
利用者

3. 観光地にある商店や施設で働く従
業員

4. 地域内の宿泊施設に滞在している
宿泊客のみ

問10 日本では少子高齢化に伴う人口減少が進んでいますが、これによって生じる「国内市場の縮小」への対策として、農林水産物の輸出を拡大する
取り組みが行われています。この戦略において、特定の地域ならではの特性を持つ産品の名称を知的財産として保護し、国際的なブランド力を
高めるために活用されている制度を何といいますか。 （2022年 滋賀県公立入試 類似）

1. 製造物責任法（PL法） 2. 地理的表示保護制度（GI制度） 3. 独占禁止法 4. 特許権保護制度

問11 地域の自然環境や伝統的な文化を観光資源として活用する際、単なる見物にとどまらず、それらへの理解を深めることで環境保全と持続可能な
利用を両立させようとする観光のあり方を何と呼びますか。 （2023年 滋賀県公立入試 類似）

1. グリーンツーリズム 2. バリアフリーツーリズム 3. マスツーリズム 4. エコツーリズム

問12 日本において「モータリゼーション」が進展した背景とその影響について説明した文として、正しいものはどれですか。 （2025年 群馬県公立入試 類似）

1. 高度経済成長期に、都市部での交
通渋滞を解消するためにバスの利用
が奨励され、自家用車の保有台数が
抑制された。

2. バブル経済期に、レジャー目的で
大型車が普及したことをきっかけに
、全国の主要駅を結ぶバス路線の新
設が相次いだ。

3. 戦後の復興期に、鉄道網の整備が
遅れた地域で代替手段として乗用車
が普及したことにより、全国的にバ
スの利用者が増加した。

4. 高度経済成長を経て自家用車が広
く普及し、郊外での買い物や通勤が
便利になった一方で、地域のバス路
線の維持が困難になった。

問13 日本の稲作において、1960年代から現在にかけて米の作付面積や収穫量が減少傾向にある主な理由として、最も適切な説明はどれですか。
（2024年 静岡県公立入試 類似）

1. 海外から安価な輸入米が大量に流
入し、国内での米作りが採算に合わ
なくなったため。

2. 農地の集約化が進んだことで、狭
い面積で大量の収穫が可能になり、
広い作付面積が不要になったため。

3. 地球温暖化による気候変動の影響
で、日本国内の大部分が米の栽培に
適さない環境になったため。

4. 食生活の変化により国民一人あた
りの米の消費量が減少し、供給過多
を防ぐための生産調整が行われたた
め。


